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大垣市美術展第73回

日　本　画
◇市展賞＝野田祥子（大垣市）
◇市長賞＝野村恵美子（池田町）

洋　　画
◇市展賞＝石見節男（大垣市）
◇市長賞＝杉浦明美（岐阜市）
◇議長賞＝吉川英子（大垣市）
◇教育長賞＝𠮷田美幸（垂井町）

書
◇市展賞＝平田真希（大垣市）
◇市長賞＝久保田美州（揖斐川町）
◇議長賞＝八木裕史（大垣市）
◇教育長賞＝古橋葉子（神戸町）

彫塑工芸
◇市展賞＝澤村典子（関ケ原町）
◇市長賞＝藤原建治（大垣市）
◇�議長賞＝伴野孝雄（池田町）
◇教育長賞＝𠮷田佐代子（米原市）

デザイン
◇市展賞＝藤根菫（一宮市）
◇市長賞＝紗蔵蒼（稲沢市）
◇�議長賞＝吉野（大垣市）
◇教育長賞＝宵一（大垣市）

写　　真
◇市展賞＝片山嘉明（大垣市）
◇市長賞＝田口治幸（大垣市）
◇議長賞＝菅野菅夫（羽島市）
◇教育長賞＝中野淑人（大垣市）

～ 一般の部 上位入賞の皆さん ～
　第73回市美術展の一般の部には、日本画、洋画、書、彫塑工芸、
デザイン、写真の 6 部門に191点の応募があり、次の皆さんが上位
入賞されました＝敬称略＝。このほか、上位入賞作品と展示会場の
様子は大垣市文化事業団ＨＰで紹介しています。

市展賞受賞作品

　第63回市文芸祭には、随筆、詩、短歌、俳句、川柳の 5 部門
に、614人1,657点の応募があり、次の皆さんが上位入賞されま
した＝敬称略＝。

◇�文芸祭賞＝宮島早苗代（神戸町）
◇�秀作＝竹村京子（各務原市）、
　安藤邦緒（本巣郡北方町）、
　大江豊（一宮市）

随　　筆

◇�文芸祭賞＝戸田和樹（京都市）
◇�秀作＝安達美佳月（岐阜市）、
　炭竃泰代（羽島市）

詩

◇文芸祭賞＝服部智（大垣市）
◇�秀作＝川出香世子（岐阜市）、
　井上靖（神奈川県小田原市）、
　澤田典子（徳島県阿南市）

短　　歌

俳　　句
◇�文芸祭賞＝しらが式部（神奈川
県平塚市）

◇�秀作＝田中紫香（養老町）、　
松野登志江（養老町）、遠藤千春
（池田町）、永田紀彦（大垣市）、
印出哲久（横浜市）、加藤寿志
（大垣市）、勝千紘（瑞穂市）、
中橋博子（大垣市）

川　　柳
◇�文芸祭賞＝谷口修平（兵庫県
三田市）

◇�秀作＝八木五十八（岡山市）、
　水野建（大垣市）、勝見孝雄

　（瀬戸市）、藤井益子（津島市）

～ 上位入賞の皆さん ～
◀

【洋画】
　「造形」石見節男

◀

【デザイン】
　「Den lille Havfrue」
　藤根菫

◀

【写真】
　「蔦沼の朝焼」片山嘉明

◀

【彫塑工芸】
　「丸と三角の明りのオブジェ」
　澤村典子

　市は、ごみの減量化を目的とし、令和 5年
1月から有料指定ごみ袋制度を導入しました。
それに伴う、制度導入前と後のごみ量の変化
について、お知らせします。
　市民の皆さんが、ごみの分別やリサイクルに積極的に取り組まれ
た結果、令和 5 年度の家庭系ごみの排出量は、約24,200トンで、
前年度（制度導入前）の約27,900トンから、約 3,700トンの減量と
なりました。引き続き、ごみの減量化にご協力をお願いします。

家庭系ごみの減量

一般廃棄物
対策基金の
積立
39.4%
7,000万円

指定ごみ袋の製作・
配送等
25.2%
4,484万円

合計
1億7,778万円

クリーンセンター
の営繕
20.3%
3,612万円

リサイクルセンター
の営繕

2.4%　435万円

資源分別回収事業
奨励金の交付
4.4%　783万円

プラスチック製
容器包装の選別作業
3.5%　617万円

堤防除草等による
草木等をたい肥化
1.3%　220万円
コンポスト補助・
めぐるマルシェ等
3.5%　627万円

ごみ袋有料化に伴う実績報告

　ごみ袋有料化による収
入のうち、将来を見据え
た施設整備等の基金に
39.4％を、ごみの減量化
対策に34.4％を、リサイ
クルセンターおよびク
リーンセンターの施設運
営費等に26.2％を充てて
います。

ごみ袋有料化に伴う収入の使途

子どもの権利を保障しよう
子どもの権利を理解しよう

ユニセフＨＰ
（子どもの権利条約）

　子どもの基本的人権を国際的に保障するために定められた「子ども
の権利条約」では、子どもが、ひとりの人間として持つさまざまな
権利を認めると同時に、成長の過程において保護や配慮が必要な
子どもならではの権利も定めています。「子どもの権利条約」の基本的
な考え方は、次の ４つの原則で表されます。子どもの権利について
理解を深め、子どもの権利を大切にしましょう。

４ つの原則
①差別の禁止（差別のないこと）
　いかなる理由でも差別されず、条約の定める全ての権利が保障される
②子どもの最善の利益（子どもにとって最もよいこと）
　子どもに関することが決められ、行われる時は、「その子どもに
とって最もよいことは何であるか」を第一に考える
③生命、生存及び発達に対する権利（命を守られ成長できること）
　命が守られ、もって生まれた能力を十分に伸ばして成長できる
よう、医療、教育、生活への支援などを受けること
が保障される
④子どもの意見の尊重（意見を表明し参加できること）
　自由に意見を表すことができ、大人はその意見を
子どもの発達に応じて十分に考慮する

大垣市文芸祭第63回

【問合せ】クリーンセンター（☎89－4124）へ


